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よる内部抵抗および内部容量性リアクタンスと測定周波数との関係を 10 ， 000 cps から 200 cps の範囲
で調べたところこの両者はいずれも 1/-1瓦〈ωは2πf) と直線関係にあり，後者の直線の外そう線は
原点に一致した。これら‘の結果からこの電池の電極反応は迅速な電気化学反応であると推論された。
































































第 5 章ではこれまで使用した電池より電極面積の広い〈有効面積 100cm2 ) 単電池ならびに出力約
lWの積層型電池を試作し，電池の構造と性能を検討した結果が述べられている。単電池を 4 個積層
にした電池で、は，作動 1 日目に開路電圧は約 3.9V であり，作動電圧 2.4V で 300mA 以上の放電電
流を得ている。また 8個の単電池を積層化した電池も試作している。電極面積を広くすると小型電池
におけると同じ放電電流密度は得難し、。大きな電極面積を持つ積層電池で、はイオン交換膜と電極との
接触を十分に密にすることが重要であり，作動時間の経過による性能劣化を防ぐためには膜の含水分
および電極の表面状態を良好に維持する必要がある。
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本論文は燃料電池の分野において実用化がめざされていながら基礎的研究の遅れているイオン交換
膜を電解質とする水素・酸素燃料電池について，主として未解決であった種々の問題を解明し，さら
に大型化と積層化をも検討したものである。すなわち電池の基本的な作動特性，電池の構造材である
イオン交換膜の電気抵抗，電池稼動時の内部抵抗の挙動，電池の分極特性などについて検討究明して
いる。つづづ、いて電池の大型化と積層化をおこない電池構造と 1性生能につき研究をおこない実用化の問題
点を明らカミにしている。
これらのことは従来溶液中でのみ使用されていたイオン交換膜を新しく溶液外で電池の電解質とし
て利用検討したもので電気化学の新領域を聞いたものということができる。また燃料電池の研究分野
にも多くの資料を提供しその発展に貢献している。
よって本論文は博士論文として十分価値があるものと認める。
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